助動詞２　　助動詞の意味と用法
１　助動詞の意味と用法①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）れる・られる（受け身・自発・尊敬・可能）…動詞・助動詞の未然形に接続
「れる・られる」は主に動詞の未然形に接続する。五段活用の動詞・サ変の動詞の未然形「さ」には「れる」、上一段活用・下一段活用・カ変の動詞とサ変動詞の未然形「せ」、および助動詞「せる」「させる」には「られる」がつく。

「れる・られる」の示す意味には、次の四種類がある。
①　受け身（他から動作を受ける意味を表す「父親にしかられる。」

②　自発（自然にそうなる意味を表す）「故郷のことが思い出される。」

③　尊敬「先生がお話をされる。」「おじさんが座っていられる。」

④　可能「駅まで五分で行かれる。」「今日は映画を無料で見られる。」
④可能の「れる」は可能動詞との識別に注意しよう。例えば「行ける」は下一段活用の可能動詞で、「行かれる」は「行く」に助動詞がついた形である。

（２）せる・させる（使役〔強制・許可・容認〕）…動詞の未然形に接続
「子どもに牛乳を飲ませる。」
「せる・させる」は動詞の未然形に接続する。五段活用・サ変の動詞には「せる」、上一段活用・下一段活用・カ変の動詞には「させる」がつく。

「せる」が述語につくと、主語「～が」が修飾語「～に」になる。

例「子どもが牛乳を飲む。」　→　「子どもに牛乳を飲ませる。」
（３）ます（丁寧）…動詞・助動詞の連用形に接続

「本を読めます。」
（４）だ（断定）…体言などに接続

「私は中学生だ。」「足が速いだろう。」
※「だ」やその活用形は、形容動詞や助詞、助動詞「た」の音濁などと取り違えやすいので注意しよう。
（５）です（丁寧な丁寧）…体言や形容詞などに接続

「これは辞書です。」「この本は難しいですね。」「そのペンはぼくのでした。」
（６）ない・ぬ（ん）（打ち消し）…動詞・助動詞の未然形に接続

「テレビを見ない。」「誰にも読ませない。」「本を読まぬ。」
※「ぬ」は特殊な活用をし、未然形と命令形がない。
※「ない」は、形容詞や補助形容詞などとの違いに注意しよう。
【「ない」の見分け方】
・助動詞「テレビを見ない。」…「ぬ」に置き換えられる。直前が動詞。

・形容詞「家にはテレビがない。」…存在の否定。単独で述語になる。

・補助形容詞「美しくない絵。」…直前に副助詞「は」が入れられる。

【確認問題】

１　次の各文の　　　に入る「れる」「られる」のどちらかを、適切な形に活用させて書きなさい。また、その意味をあとから一つずつ選び、記号で書きなさい。
①　これから先が心配で思いやら　　　ね。
②　厳しい父にほめ　　　てうれしかった。
③　先生は用事があって外出さ　　　ました。
④　委員ならもっと人から信頼さ　　　。
⑤　先生が教室に来　　　前に席に着こう。
⑥　寝てしまって月食を見　　　なかった。

ア　受け身　　イ　自発　　ウ　尊敬　　エ　可能
①　〔　　　　〕［　　　　］　　　②　〔　　　　〕［　　　　］

③　〔　　　　〕［　　　　］　　　④　〔　　　　〕［　　　　］

２　次の動詞に使役の助動詞「せる」「させる」のどちらかをつけた形を書きなさい。

①　読む〔　　　　　〕　　　　②　来る〔　　　　　〕
③　研究する〔　　　　　〕　　④　考える〔　　　　　〕
３　次の各文の　　線部を一語の動詞に書き換えなさい。

①　この山なら、ぼくでも登られる。　　〔　　　　　〕

②　あいつに痛い目を見させてやる。　　〔　　　　　〕

４　次の各文の　　線部を、助動詞を使って丁寧な形に書き換えなさい。

①　明日はよい天気だろう。　　　〔　　　　　〕

②　三時には必ず帰宅する。　　　〔　　　　　〕

③　ある夏の夕方であった。　　　〔　　　　　〕

５　次の各問いに当てはまるものを、あとの　　線部の語から一つずつ選び、記号で答えなさい。

①　断定の助動詞はどれですか。　〔　　　　　〕

ア　台風が接近してくるようだ。

イ　相変わらず海はおだやかだ。

ウ　君から借りた本は読んだ。
エ　笑っているのがぼくの弟だ。
②　打ち消しの助動詞はどれですか。〔　　　　　〕
ア　忙しくて遊んでいる暇もない。

イ　この本は思ったよりつまらない。
ウ　公園には弟の遊ぶ姿が見えない。
エ　この映画はあまりおもしろくない。
